
　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
平
素
は
計
量
協
会
の
事
業
活
動
に
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
で
暮
れ

た
一
年
で
し
た
。
国
全
体
が
、
感
染
防
止
対
策

と
経
済
の
打
撃
か
ら
の
立
ち
直
り
に
終
始
し
、

ま
さ
に
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
大
変
な
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
始
め
、

国
の
主
な
行
事
も
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
り
ま

し
た
。

　
計
量
業
界
も
同
様
な
影
響
を
受
け
、
定
時
総

会
や
理
事
会
及
び
計
量
記
念
日
全
国
大
会
、
計

量
士
全
国
大
会
等
の
集
会
が
軒
並
み
中
止
や
縮

小
開
催
、
書
面
評
決
と
い
う
状
況
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
福
島
県
で
予
定
さ
れ

て
い
た
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
も
来
年
に
延

期
せ
ざ
る
を
得
ず
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会

員
の
皆
様
に
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、
当
宮
城
県
に
お
い
て
は
毎
年
「
八
木

山
動
物
公
園
」
で
開
催
し
て
来
た
「
み
や
ぎ
計

量
の
ひ
ろ
ば
」
を
、
昨
年
は
十
一
月
一
日
の
計

量
記
念
日
当
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
が
動

物
園
入
り
口
の
屋
外
で
あ
る
こ
と
、
密
を
避
け

る
た
め
に
例
年
行
っ
て
い
た
（
飴
を
一
一
一
ｇ

計
ろ
う
コ
ー
ナ
ー
）
や
（
サ
イ
コ
ロ
の
目
の
長

さ
に
テ
ー
プ
を
切
ろ
う
コ
ー
ナ
ー
）
な
ど
は
自

粛
し
て
パ
ネ
ル
展
示
や
動
物
ク
イ
ズ
に
絞
る
、

と
い
う
基
本
方
針
で
の
開
催
で
し
た
が
、
好
天

に
も
恵
ま
れ
、
朝
一
番
か
ら
大
勢
の
市
民
の
皆

様
が
来
園
さ
れ
、
我
々
が
目
指
し
て
来
た
計
量

思
想
の
普
及
・
啓
発
が
大
い
に
図
ら
れ
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

　
我
が
宮
城
県
計
量
協
会
の
事
業
は
、
仙
台
市

内
の
ハ
カ
リ
の
定
期
検
査
や
県
下
の
計
量
器
の

代
行
検
査
、
郵
便
局
の
ハ
カ
リ
の
定
期
検
査
、

鉄
筋
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
工
業
材
料
試
験

等
、
世
の
中
の
経
済
が
停
滞
し
て
も
必
要
不
可

欠
な
も
の
の
た
め
、
若
干
の
収
入
減
は
あ
っ
た

も
の
の
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
、

計
量
・
計
測
と
い
う
世
の
中
の
基
準
を
供
給
・

維
持
す
る
仕
事
の
重
要
性
と
安
心
・
安
全
へ
の

貢
献
度
を
再
確
認
し
て
、
協
会
の
み
な
ら
ず

我
々
会
員
企
業
全
体
が
そ
う
い
う
業
界
に
身
を

置
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
き
た
一
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
懸
案
の
新
た
な
事
業
と
し
て
の
自
動
ハ
カ
リ

の
指
定
検
定
機
関
と
し
て
の
業
務
の
方
は
、
ま

ず
は
日
本
全
国
を
統
一
的
に
カ
バ
ー
で
き
る
機

関
の
登
録
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
で
、
一
ブ
ロ
ッ

ク
だ
け
を
業
務
の
範
囲
と
す
る
協
会
の
よ
う
な

組
織
の
認
可
に
は
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
が
掛
か

り
そ
う
で
す
。
実
際
に
、
新
し
い
検
定
制
度
が

動
き
出
す
ま
で
に
は
指
定
が
得
ら
れ
る
も
の
と

想
定
し
て
、
準
備
だ
け
は
進
め
て
お
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
コ
ロ
ナ
と
は
共
存
し
て
行
か
ざ
る

を
得
な
い
も
の
と
し
て
、
協
会
も
会
員
の
皆
様

も
共
に
よ
り
強
靭
な
体
質
の
組
織
づ
く
り
に

努
め
る
べ
く
、
一
層
の
ご
奮
闘
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、県
民
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」

の
最
終
年
と
な
り
、石
巻
市
の
内
海
橋

開
通
や
南
三
陸
町
の
震
災
復
興
祈
念

公
園
が
全
体
開
園
す
る
な
ど
、震
災
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
に
復
興

の
象
徴
と
な
る
施
設
が
完
成
し
、復
興

の
着
実
な
歩
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、外
出
自

粛
や
休
業
要
請
等
に
伴
う
消
費
の
低

迷
、
観
光
客
の
減
少
、
大
型
イ
ベ
ン
ト

の
相
次
ぐ
中
止
決
定
な
ど
、県
民
生
活

や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年

が
経
過
し
、新
た
な
県
政
運
営
の
指
針

で
あ
る「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
初
年
度
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
本
県

の
人
口
は
本
格
的
な
減
少
局
面
を
迎

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、さ
ら

に
、
地
域
経
済
・
社
会
の
持
続
可
能
性

の
確
保
、
大
規
模
化
・
多
様
化
す
る
自

然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

よ
う
な
新
た
な
感
染
症
の
世
界
的
な

流
行
と
い
っ
た
時
代
の
転
換
点
に
直

面
す
る
中
、そ
の
先
に
あ
る
宮
城
の
明

る
い
未
来
を
描
い
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
新
・
宮
城
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る
「
宮
城
の
将
来

像
」
の
実
現
に
向
け
、
富
県
宮
城
の
更

な
る
発
展
や
子
育
て
支
援
・
教
育
分
野

の
充
実
な
ど
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
ほ
か
、各
分
野
に
お
け
る
人
材
の

育
成
・
確
保
や
働
き
方
改
革
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」社
会
の
実
現
を

掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
、今
後
本

県
が
直
面
す
る
諸
課
題
を
解
決
す
る

上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
理
念
を
県
政
に

反
映
さ
せ
、持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
、昨
年
延
期
と
な
っ
た
東
京
二

〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
キ
ュ
ー
ア

ン
ド
エ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
み
や
ぎ
」で
サ
ッ

カ
ー
競
技
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。ま

た
、同
様
に
昨
年
延
期
と
な
っ
た
「
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
が
、
今
秋

本
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。宮
城
の
復
興
の
姿
を
広
く
発
信
す

る
と
と
も
に
、国
内
外
か
ら
訪
れ
る
多

く
の
お
客
様
に
、こ
れ
ま
で
の
御
支
援

に
対
す
る
感
謝
を
伝
え
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
十
年
目
の
節
目
の「
み
や

ぎ
鎮
魂
の
日
」
を
迎
え
ま
す
が
、
決
意

を
新
た
に
、県
民
の
皆
様
一
人
一
人
が

幸
福
を
実
感
し
、い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
宮
城
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、本
市
の
計
量
行
政
を
始
め

市
政
各
般
に
わ
た
り
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
緊
急

事
態
宣
言
に
よ
り
、特
定
計
量
器
定
期

検
査
が
実
施
で
き
な
い
期
間
が
生
じ

た
り
、
全
国
計
量
行
政
会
議
で
、
前
期

の
全
国
一
斉
商
品
量
目
立
入
検
査
を

実
施
し
な
い
こ
と
と
す
る
な
ど
、計
量

行
政
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
年
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、本
市
の

指
定
定
期
検
査
機
関
と
し
て
安
定
し

た
計
量
検
査
の
実
施
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、円
滑
な
計
量
行
政
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、消
費
生
活
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
「
仙
台
市
消
費
生
活
基
本
計
画
」

を
策
定
し
て
お
り
、
現
在
、
令
和
三
〜

七
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
次
期
計

画
の
策
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。計
量

制
度
は
消
費
生
活
の
安
全
・
安
心
の
基

盤
と
い
え
る
制
度
で
あ
り
、計
画
に
お

い
て
は
、計
量
に
関
す
る
調
査
・
指
導
・

啓
発
を
重
点
施
策
と
位
置
付
け
、評
価

指
標
を
設
定
す
る
な
ど
、引
き
続
き
適

正
な
計
量
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
消
費
生
活
の
安
全
・
安
心

の
確
保
や
健
全
な
産
業
活
動
の
推
進

の
た
め
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　
令
和
二
年
度
定
時
総
会
が
六
月
四

日
、「
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
」に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
会
員
総
数
一
九
三
名

中
、
委
任
状
及
び
書
面
評
決
を
含
め
一

四
四
名
が
出
席
し
定
足
数
を
満
た
し

て
開
会
し
た
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
来
賓
を
お
招
き
し
、

併
せ
て
ご
挨
拶
を
ち
ょ
う
だ
い
し
て

い
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
縮
少

し
て
会
員
だ
け
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
総
会
は
、
鍋
島
会
長
の
挨
拶
に
引
き

続
き
、
定
款
に
基
づ
き
鍋
島
会
長
が
議

長
に
就
い
て
議
事
を
進
行
し
た
。

議
案
は
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の

三
案
（
後
掲
）
で
事
務
局
か
ら
説
明
を

行
っ
た
。

《
第
一
号
議
案
》

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
の
会
員
状
況
、
総
会
・

理
事
会
等
の
主
要
会
議
、公
益
事
業
と

し
て
計
量
記
念
日「
二
〇
一
九
み
や
ぎ

計
量
の
ひ
ろ
ば
」
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

宮
城
県
工
業
材
料
依
頼
試
験
、仙
台
市

指
定
定
期
検
査
機
関
、計
量
証
明
主
任

計
量
者
講
習
会
、優
良
事
業
所
視
察
研

修
会
、広
報
活
動
と
し
て
機
関
紙
の
発

行
及
び
計
量
功
労
者
へ
の
表
彰
事
業

等
。
続
い
て
収
益
事
業
と
し
て
は
、
お

も
に
代
検
査
、
一
軸
試
験
機
校
正
、
計

量
管
理
受
託
及
び
宮
城
県
収
入
証
紙

取
扱
い
等
の
事
業
報
告
が
事
務
局
か

ら
あ
り
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

《
第
二
号
議
案
》

　
令
和
元
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

（
下
表
参
照
）

　
事
業
活
動
等
の
決
算
報
告
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

《
第
三
号
議
案
》

　
人
事
異
動
等
に
よ
る
役
員
の
辞
任

に
伴
い
、新
任
の
理
事
候
補
一
名
の
選

任
が
あ
り
、全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

《
報
告
事
項
》

①
令
和
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

②
令
和
二
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

（
下
記
参
照
）

③
計
量
功
労
者
の
表
彰

　
本
年
度
の
会
長
表
彰
・
同
褒
賞
受

賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
後
日

送
付
。

④
令
和
二
年
度
東
北
・
北
海
道
計
量
大

会
の
日
程
に
つ
い
て

　
福
島
県
開
催
で
、令
和
三
年
度
に

順
延
。

令
和
二
年
度
事
業
計
画

一
　
計
量
思
想
普
及
、啓
発
事
業

●
計
量
記
念
日
事
業

　「
二
〇
二
〇
み
や
ぎ
計
量
の
ひ

ろ
ば
」の
開
催

●
計
量
に
係
る
研
修
会
開
催

●
計
量
証
明
事
業
の
主
任
計
量
者

試
験
講
習
会
の
開
催

●
計
量
に
係
る
資
料
の
作
成
配
布
、

情
報
の
提
供

二
　
指
定
定
期
検
査
機
関
事
業

●
仙
台
市
内
の
特
定
計
量
器（
質
量

計
）の
定
期
検
査
実
施

今
年
度
検
査
対
象
区
域
は
若
林

区
・
泉
区
・
宮
城
野
区

三
　
計
量
器
検
査
事
業

●
計
量
士
に
よ
る
代
検
査
事
業

　
計
量
行
政
機
関
に
代
わ
る
計

量
士
に
よ
る
検
査
・
計
量
証
明
検

査
を
実
施（
区
域
は
後
掲
）

●
計
量
器
・
分
銅
校
正
事
業

　
J
C
S
S
標
章
の
付
与
し

な
い
校
正
を
実
施

●
一
軸
試
験
機
校
正
事
業

　
計
量
標
準
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

体
系
と
し
て
J
C
S
S
校
正

等
を
（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協

会
の
校
正
課
員
と
し
て
実
施

金
　
澤
　
利
　
光 

氏

日
東
イ
シ
ダ（
株
）

尾
　
形
　
　
　
宏 

氏

日
東
イ
シ
ダ（
株
）

　
大
　
友
　
貴
　
広 

氏

日
東
イ
シ
ダ（
株
）

　
齋
　
藤
　
美
佐
子 

氏

（
公
財
）宮
城
県
公
害
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー

四
　
官
公
庁
受
託
事
業

●
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
の
工
業
用
材
料
依
頼
試
験

業
務
の
受
託

●
仙
台
市
の
特
定
計
量
器
、商
品
量

目
の
立
入
検
査
補
助
業
務
及
び

基
準
分
銅
管
理
業
務
の
受
託

五
　
計
量
管
理
受
託
事
業

●
大
規
模
小
売
店
等
の
計
量
器
検

査
及
び
商
品
量
目
の
検
査
を
計

量
士
の
指
導
の
下
実
施

●
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
郵
便
局

等
の
適
正
計
量
管
理
事
業
所
に

係
る
計
量
管
理
業
務
の
実
施

六
　
収
入
証
紙
売
り
捌
き
事
業

●
宮
城
県
収
入
証
紙
売
り
捌
き
機

関
と
し
て
、工
業
材
料
依
頼
試
験
、

特
定
計
量
器
の
検
定
及
び
定
期

検
査
等
の
申
請
者
へ
県
収
入
証

紙
を
販
売

七
　
計
量
関
係
情
報
の
提
供

●
計
量
情
報
・
会
員
情
報
及
び
協
会

活
動
状
況
を
、
機
関
誌
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
効
果
的
に
発
信

令和元年度収支計算書 令和２年度収支予算書

（単位：千円）

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで 令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科　　　目 実施事業等 その他 法　人 合　計 実施事業等 その他 法　人 合　計

1．事業活動収入

①会費・入会金収入  

②事業収入  

　計量普及啓発事業収入 

　計量士検査手数料収入 

　指定検定事業収入 

　証紙取扱手数料収入 

　受取受託事業収入 

　立入検査受託事業収入 

　分銅管理受託事業収入 

　郵政Ｇ管理受託事業収入

　県受託事業収入 

　市受託事業収入 

　指定定期検査事業収入 

③雑収益  

　　事業活動収入計   

2．事業活動支出   

①事業費支出  

②管理費支出  

　　事業活動支出計   

　事業活動収支差額

831

21,450
22,546
7,005
67

51,898

52,789

52,789
△ 891

900

20,570
20,813
13,000

1
55,284

55,844

55,844
△ 560

34,191
700
1,750
3,515
1,188
733
2,700

0
44,776

43,421

43,421
1,355

2,350

21
2,371

3,166
3,166
△ 795

2,350

900
34,191
700
1,750
3,515
1,188
733
2,700
20,570
20,813
13,000
22

102,431

99,264
3,166

102,431
0

34,737

2,049
3,515
1,176
727
2,828

0
45,031

42,454

42,454
2,577

2,351

1
2,352

2,918
2,918
△ 567

2,351

831
34,737

2,049
3,515
1,176
727
2,828
21,450
22,546
7,005
68

99,281

95,243
2,918
98,162
1,119







　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
計
量
協
会

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て
ま
し
て
は
、

本
県
計
量
行
政
の
推
進
に
当
た
り
、日

頃
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
で
、宮
城

県
中
央
県
税
事
務
所
か
ら
異
動
し
、宮

城
県
計
量
検
定
所
長
に
就
任
し
ま
し

た
田
中
と
申
し
ま
す
。計
量
行
政
を
担

う
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
着
任
し
た
四
月
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

見
ら
れ
、
七
日
の
七
都
府
県
に
続
き
、

十
六
日
に
は
本
県
を
含
む
全
都
道
府

県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

な
ど
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
毎
日
で

し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
五
、
六
月
に
予
定
し
て
い
た
二

市
三
町
の
は
か
り
の
定
期
検
査
を
七

月
以
降
に
延
期
す
る
と
と
も
に
、中
元

期
の
商
品
量
目
立
入
検
査
を
中
止
と

し
、そ
れ
以
外
の
業
務
に
つ
い
て
は
感

染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
七
月
以
降
は
、燃
料
油

メ
ー
タ
ー
検
定
な
ど
の
業
務
に
、延
期

し
た
定
期
検
査
業
務
が
加
わ
り
、検
査

日
程
が
窮
屈
と
な
り
、事
業
者
の
皆
様

が
希
望
す
る
日
時
で
の
対
応
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も

日
程
変
更
に
柔
軟
に
応
じ
て
い
た
だ

き
、検
定
等
を
無
事
実
施
で
き
ま
し
た

こ
と
、改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
計
量
制
度
は
、全
産
業
の
基
盤
と
な

る
も
の
で
、
社
会
生
活
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
と
と
も
に
、経
済
発
展
に
不

可
欠
な
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
当
事

務
所
と
し
て
は
、継
続
的
か
つ
安
定
的

に
業
務
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、代
検
査
業
務
や
計

量
思
想
の
普
及
啓
発
事
業
な
ど
長
年

の
間
計
量
行
政
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
貴
協
会
と
、よ
り
緊
密
な
関
係

を
構
築
し
、
所
の
使
命
で
あ
る
「
適
正

な
計
量
の
確
保
」に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ

ナ
の
終
息
と
と
も
に
、
貴
協
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
繁

栄
を
祈
念
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
体
温
計
に
は
、
主
に
実
測
式
体
温

計
、予
測
式
体
温
計
、赤
外
線
体
温
計

の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
測
定
方
法
は
、
測
定
す
る
部
位
に

よ
っ
て
検
温
に
必
要
な
時
間
や
方
法

が
異
な
り
ま
す
。
十
分
に
温
ま
っ
た

と
き
の
温
度
を
平
衡
温
と
い
い
、
こ

れ
を
計
る
の
が
正
し
い
検
温
で
す
。

＊
平
衡
温
：
測
定
す
る
と
き
に
わ
き

の
下
や
口
を
閉
じ
て
か
ら
、
体
の

内
部
と
同
じ
く
ら
い
の
温
度
に

な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

●
実
測
式
体
温
計

　
わ
き
の
下
等
が
体
の
内
部
と
同
じ

平
衡
温
に
な
っ
た
状
態
を
約
十
分

（
口
の
中
は
約
五
分
）以
上
か
け
て
測

定
し
ま
す
。

●
予
測
式
体
温
計

　
独
自
の
セ
ン
サ
ー
と
予
測
機
能
に

よ
り
、
平
衡
温
を
短
時
間
（
数
十
秒
）

で
測
定
す
る
方
式
で
す
。

そ
の
後
実
測
検
温
に
切
り
替
わ
る
タ

イ
プ
の
も
あ
り
ま
す
。

●
赤
外
線
体
温
計

　
額（
お
で
こ
）と
耳
で
測
定
す
る
タ

イ
プ
が
あ
り
、数
秒
で
測
定
し
ま
す
。

額
式
は
非
接
触
式
で
測
定
し
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
製
体
温
計
・
抵
抗
体
温
計

（
電
子
体
温
計
）
は
、
検
定
証
印
ま
た

は
基
準
適
合
証
印
が
付
さ
れ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
譲
渡
や
販
売
が
で
き
ま

せ
ん
。

《
正
し
い
計
り
方
》

①
運
動
、入
浴
、食
事
な
ど
の
あ
と
三

十
分
位
は
検
温
を
さ
け
る
こ
と
。

②
電
子
体
温
計
は
、
電
源
を
入
れ

「
ピ
ッ
」と
一
〜
二
回
程
電
子
音
が

鳴
っ
た
り
、「
℃
」又
は「
L 

℃
」等

の
表
示
部
が
出
た
ら
検
温
準
備
完

　
了
、
ガ
ラ
ス
製
体
温
計
は
検
温
前

に
、
体
温
計
の
水
銀
が
最
低
目
盛

線
以
下
ま
で
下
が
っ
て
い
る
か
否

か
を
確
認
し
ま
す
。

③
検
温
中
は
電
子
音
が
鳴
る
ま
で
動

か
な
い
。

④
わ
き
の
下
検
温
の
場
合
は
、
わ
き

の
下
の
汗
を
よ
く
拭
き
と
り
、
わ

き
の
下
に
体
温
計
の
先
端
を
わ
き

の
中
央
の
く
ぼ
み
に
押
し
上
げ
る

よ
う
に
斜
め
下
方
向
（
三
十
度
前

後
）か
ら
は
さ
ん
で
、わ
き
を
し
っ

か
り
し
め
、
衣
服
に
触
れ
な
い
よ

う
測
定
し
ま
す
。

⑤
口
中
検
温
で
測
定
す
る
場
合
は
、

感
温
部
を
舌
の
裏
側
の
付
け
根
側

に
当
て
、
強
く
噛
ま
な
い
よ
う
注

意
し
、
軽
く
口
を
閉
じ
て
計
る
こ

と
。（
わ
き
の
下
検
温
よ
り
示
度
が

若
干
高
く
な
る
の
が
普
通
で
す
。）

⑥
額
（
お
で
こ
）
式
体
温
計
は
、
お
で

こ
か
ら
一
㎝
以
内
（
メ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
は
二
〜
三
㎝
以
内
）
に
近

づ
け
て
検
温
し
ま
す
。
耳
式
は
耳

の
中
で
も
っ
と
も
高
い
鼓
膜
の

温
度
を
測
定
す
る
の
で
耳
に
正

し
く
挿
入
し
ま
す
。
プ
ロ
ー
ブ
部

先
端
部
（
ガ
ラ
ス
部
）
は
カ
バ
ー

を
取
り
付
け
て
使
用
し
て
い
る

も
の
が
多
く
、
プ
ロ
ー
ブ
部
を
清

潔
に
し
て
お
き
ま
す
。

⑦
室
内
使
用
環
境
に
も
注
意
し
て
測

定
す
る
。（
参
考
温
湿
度
：
周
囲
温

度
十
〜
四
十
℃
、
相
対
湿
度
三
十

〜
八
十
五
％
R
H
）

⑧
使
用
後
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
乾
い
た
布
等
で

拭
き
取
っ
て
収
納
し
ま
す
。
消
毒

等
す
る
場
合
は
メ
ー
カ
ー
の
カ
タ

ロ
グ
を
参
照
。

　
昨
年
四
月
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、
五

〜
六
月
の
は
か
り
の
定
期
検
査
（
集
合

検
査
）
を
七
月
以
降
に
延
期
し
て
実
施

し
ま
し
た
。ま
た
、
中
元
期
の
商
品
量

目
立
入
検
査
を
中
止
す
る
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
対
応
を
図
り
ま
し
た
。

　
定
期
検
査
は
昨
年
末
で
終
了
し
ま

し
た
が
、
不
合
格
と
な
っ
た
は
か
り
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
引
き
続

き
、
は
か
り
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
は
直
ち
に
収
ま
り

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、
職

員
の
出
勤
前
の
検
温
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
指
の
消
毒
な
ど
を
徹
底
し
て
行

い
な
が
ら
、
計
量
証
明
事
業
者
・
届
出

修
理
事
業
者
等
へ
の
立
入
検
査
な
ど

を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
検
査
態
勢
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
計
量
思
想
の
普
及
啓
発

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



　
東
北
六
県
・
北
海
道
計
量
協
会
事

務
局
長
会
議
が
十
月
八
日（
木
）、
ア
エ

ル
「
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
」
で
行
わ
れ

た
。今
年
は
、
東
北
・
北
海
道
計
量
大

会
及
び
第
六
十
九
次
東
北
六
県
北
海

道
計
量
協
会
連
合
会
総
会
を
福
島
県

の
当
番
で
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
大
会
は
延
期
と
な
り
、
急
遽
、
事
務

局
長
会
議
を
仙
台
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。当
番
県
で
あ
る
八
巻
研
一

福
島
県
計
量
協
会
会
長
と
鍋
島
孝
敏

日
本
計
量
振
興
協
会
会
長
が
挨
拶
さ

れ
た
。

　
続
い
て
会
則
に
従
い
福
島
県
の
高

橋
稔
専
務
理
事
を
議
長
に
選
出
し
議

事
に
入
っ
た
。

　
各
県
か
ら
の
提
出
議
題
は
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

議
題
一
　
各
道
・
県
の
協
会
の
現
況

を
踏
ま
え
て
、
東
北
六
県
・
北
海

道
計
量
大
会
等
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
　
　
　
　
　（
青
森
県
）

議
題
二
　
定
期
検
査
時
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
　
　
　
　（
青
森
県
）

議
題
三
　
二
〇
二
〇
年
度
東
北
・
北

海
道
計
量
士
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岩
手
県
）

議
題
四
　
指
定
検
定
機
関
の
申
請

状
況
に
つ
い
て
　
　
　 

（
秋
田
県
）

議
題
五
　
指
定
検
定
機
関
の
指
定
申

請
に
掛
か
る
事
前
相
談
の
現
在
に

お
け
る
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て（
情
報
交
換
）（
北
海
道
）

議
題
六
　
自
動
は
か
り
の
全
国
ブ

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て（
意
見
交
換
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
城
県
）

　
各
議
題
に
つ
い
て
各
県
よ
り
様
々

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
計
量
証
明
の
事
業
を
行
う
者
は
、
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の

登
録
が
必
要
で
す
。（
た
だ
し
、
国
又
は

地
方
公
共
団
体
等
は
、除
き
ま
す
。）

　
登
録
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
一
般

計
量
士
又
は
主
任
計
量
者
の
資
格
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
主
任
計
量
者
と

は
、「
特
定
計
量
器
の
性
能
及
び
使
用

方
法
そ
の
他
当
該
計
量
証
明
に
使
用

す
る
設
備
に
つ
い
て
の
使
用
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者
」
と
し
て
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
に
適
合
す
る

知
識
経
験
を
有
す
る
者
（
都
道
府
県
知

事
が
実
施
す
る
計
量
管
理
に
関
す
る

試
験
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
）」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
で
実
施
し
て
い
る
講
習
の

内
容
は
、①
計
量
法
概
論
②
質
量
計
の

知
識
③
計
量
に
関
す
る
基
礎
知
識
（
演

習
を
含
む
。）で
す
。

　
主
任
計
量
者
資
格
取
得
の
た
め
の

講
習
会
は
、
今
年
度
は
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
を
修
了
し
た
受
講
者
に
は

修
了
証
が
交
付
さ
れ
、
講
習
会
終
了

後
、
宮
城
県
に
よ
る
主
任
計
量
者
の
試

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
十
二
回 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
資
料
よ
り
抜
粋

■
第
一
回

【
日
程
】　
令
和
二
年
六
月
二
十
二
日

【
場
所
】　
宮
城
県
計
量
検
定
所
会
議
室

■
第
二
回

【
日
程
】　
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

【
場
所
】　
宮
城
県
計
量
検
定
所
会
議
室



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、中
国
武

漢
か
ら
発
生
し
、日
本
で
最
初
に
発
見

さ
れ
た
の
が
二
〇
二
〇
年
一
月
十
六

日
で
し
た
。今
や
未
曾
有
の
危
機
と

な
っ
て
お
り
、世
界
中
が
お
の
の
い
た

一
年
で
し
た
。

　

昔
か
ら
疫
病
除
け
と
し
て
鍾
馗
や

ア
マ
ビ
エ
等
の
予
言
獣
が
言
い
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、抗
コ
ロ
ナ
薬
と

ワ
ク
チ
ン
が
何
よ
り
の
疫
病
除
け
と

な
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

丑
年
は
地
道
に
ま
っ
す
ぐ
進
む
始

ま
り
の
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
無
事
に
開
催
さ
れ
、何
の
感

染
の
心
配
な
く
丑
年
が
良
い
年
に
な

る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
当
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

と
し
て
、今
年
度
よ
り
計
量
み
や
ぎ
の

発
行
は
年
一
回
に
な
り
ま
し
た
。

　
計
量
法
第
二
十
五
条
（
定
期
検
査
に

代
わ
る
計
量
土
に
よ
る
検
査
）、
及
び

第
百
二
十
条
（
計
量
証
明
検
査
に
代
わ

る
計
量
士
に
よ
る
検
査
）
実
施
区
域
は

次
の
と
お
り
で
す
。

☆
定
期
検
査

　
計
量
法
第
十
九
条
（
定
期
検
査
）
及

び
第
二
十
条
（
指
定
定
期
検
査
機
関
）

に
基
づ
く
、
仙
台
市
の
定
期
検
査
の
区

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
特
定
計
量
器
の
代
検
査

　
計
量
法
第
百
二
十
条
（
計
量
証
明
検

査
に
代
わ
る
計
量
士
に
よ
る
検
査
）
実

施
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
測
定
の
役
割
や
測
定
機
器
の
基
礎

知
識
を
学
び
、
正
し
く
計
る
計
測
の
知

識
を
身
に
つ
け
て
、
中
小
企
業
を
対
象

に
よ
り
良
い
も
の
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
（
一
社
）
日
本
計

量
振
興
協
会
の
協
力
を
得
て
（
一
社
）

み
や
ぎ
工
業
会
と
共
催
で
令
和
二
年

二
月
二
十
七
日
、
ア
エ
ル
「
エ
ル
ソ
ー

ラ
仙
台
」
で
開
催
し
た
。主
な
研
修
内

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
　
測
定
の
基
礎

●
測
定
の
重
要
性

●
測
定
と
は

●
測
定
の
信
頼
性
と
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ

二
　
測
定
器
の
管
理

●
測
定
器
の
選
択

●
測
定
器
の
整
理
整
頓

三
　
測
定
器
の
基
礎
知
識

●
質
量
と
質
量
計

●
温
度

四
　
長
さ
測
定
器
の
基
礎
知
識
と
使
い
方

●
ノ
ギ
ス

●
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ

●
そ
の
他（
ゲ
ー
ジ
類
）

（
測
定
の
べ
か
ら
ず
集
、
失
敗
例

含
む
）

五
　
測
定
の
実
習

●
ノ
ギ
ス
の
測
定
実
習

●
外
側
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
の
測
定

実
習

●
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
双
子

（
表
紙
写
真
説
明
）

　
毎
年
、計
量
の
ひ
ろ
ば
を
開
催
し
て

い
る「
八
木
山
動
物
公
園
フ
ジ
サ
キ
の

杜
」で
六
月
二
十
九
日
に
レ
ッ
サ
ー
パ

ン
ダ
の
双
子
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
名
前
は「
ア
ケ
ビ
」と「
グ
ミ
」。木
の

実
の
名
前
で
揃
え
て
い
ま
す
。十
一
月

に
公
募
で
決
定
し
ま
し
た
。写
真
は
生

後
三
か
月
の
可
愛
い
姿
で
す
。コ
ロ
ナ

対
策
を
万
全
に
し
て
、会
い
に
行
っ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
　
時

　
令
和
三
年
一
月
二
十
九
日（
金
）

　
十
三
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

場
　
所

　
仙
台
ア
エ
ル「
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
」

二
十
八
階
大
研
修
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※
検
査
対
象
の
事
業
所
に
対
し
て
は
、

当
協
会
よ
り
事
前
に
検
査
日
程
を
ご

通
知
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
検
査
を
受
け
て
い
な
い
事
業

所
店
舗
等
で
、
取
引
証
明
に
使
用
さ
れ

て
い
る
計
量
器
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

定
期
検
査
を
受
検
さ
れ
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
受
検
希
望

や
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
当
協
会

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
当
協
会
で
は
、
計
量
器
に
つ
い

て
左
記
の
依
頼
や
ご
相
談
も
承
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
お
客
様
は
、
当
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
書

等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
ま
た

は
F
A
X
に
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
。後
日
担
当
よ
り
詳
細
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

（h
ttp
://w
w
w
.k
eiry
o
.n
et /

）

●
計
量
器
の
校
正

●
計
量
器
の
分
銅
校
正

●
計
量
管
理
（
量
目
検
査
や
精
度

検
査
等
）

●
一
軸
試
験
機
の
校
正

　
そ
の
ほ
か
、
は
か
り
に
関
す
る

お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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